




























































(｢国内救済原則の機能の多様化｣ 『埼玉大学紀要』 32巻3号, 1997年3月)｡
第二のグロチウス研究に関しては, 1983年10月の国際法学会秋季研究大
会報告を基にまとめられた論文(｢グロチウス『戟争と平和の法』におけ












スフォード出版局から, Onuma.Y. ed. A Normative Approach to War -
Peace, War, and Justice in Hugo Grotius -, oxford, 1993)として英訳出
版され,国際的にも高い評価を得た｡
木村先生のご研究の中心的な関心は,国際法の下での国家と個人の関係
4であり,その研究方法は,常に歴史的な文脈を重視されるものであった｡
法現象をその歴史的文脈から切り離し,表層的な現象の描写に終始するこ
とを強く拒絶されていた｡こうした万法面での厳しさゆえに,先生は必ず
しも多くの論文を残されることはなかったが,その歴史に対する深い洞察
と鋭い問題意識は,私を含め,研究会でご一緒させていただいたメンバー
に多大の刺激を与え,そこで先生から学んだことは,私にとっての掛け替
えのない財産である｡
木村先生から私が学んだことは,何も学問的な側面に止まらない｡木村
先生とは,先生が2001年4月から専修大学に同僚として赴任されることに
なって以来,ますます親しくお付き合いさせていただくことになった｡専
修大学では, 2003年5月に国際法学会春季研究大会の開催校を引き受ける
など,仕事面でご一緒する機会も増えたが,常にわれわれ若手教員に繊細
な気配りをされ,決してご自分が前面に立たれることなく裏方に徹するこ
とで,われわれの仕事を成功に導いてくださった｡もうひとつ私にとって
忘れられない出来事がある0 2002年10月の国際法学会秋季研究大会で研究
報告をすることになっていた私は,報告レジュメ提出期限の前臥　既に出
来上がっていたレジュメをプリント･アウトしようとしてパソコンを立ち
上げようとしたが,どうしても立ち上がってくれない｡頭が真っ白になっ
た私は, 10分ほど黙想して気を取り直した後,パソコンに詳しい木村先生
におすがりするしかないと考え,お電話で相談することにした｡先生は
｢それは行ってやるしかないな｡｣とおっしゃり,ご自分も多忙でいらした
にもかかわらず, 2晩も家にお越しいただき,秘術を尽くして壊れたパソ
コンから学会報告に必要なファイルを無事救い出してくださった｡私なら
同じことができたかを考えたとき,他人の苦境を救うためにここまで親身
に対応してくださった先生の優しさ,思いやりの深さは,人間社会を相手
にしている法学者にとって,なくてはならない要素だと,心底から実感さ
木村　賓先生を偲んで　　5
せられた｡
木村先生は,また,権威･権力におもねることを一貫して拒絶されてき
た方であった｡お若い頃のことを知らないわれわれの世代も,先生がお亡
くなりになるまで,まったく変わらぬ自然体の批判精神を頑として持ち続
けていちしたことはよく知っている｡木村先生のような生き方は,紛争が
収束した後に大学で学んだわれわれの世代にとって,一種の憧れであったo
私など,到底こうはいかないなと感じつつも,やはり木村先生のように生
きられればとの思いは断ち切りがたい｡自分に期待されている役割と,自
分の気持ちに正直に自由に生きたいという思いの葛藤に苛まれたとき,木
村先生なら何と言ってくださるだろうか｡ ｢それは森川君が自分で決める
ことだよ｡｣
4月に木村先生を亡くし, 7月に実父を亡くした私にとって,父と兄と
を同時に亡くした悲しみで一杯である｡今でも,先生がお好きだったスコ
ッチを手に,一人で思いに耽っていると,幾度となく一緒に飲んだ先生の
記憶が延り,ニヤリとしながら辛疎な言葉を吐かれる,あの先生のお姿が
目に焼きついて離れない｡木村先生から受けた薫陶を,私よりもっと若い
世代の人々に少しでも伝えていくことが,今の私にできるささやかなご恩
返しであろう｡
木村先生,本当に安らかにお休みください｡
法学部教授　森川幸一
